
名 船  発  掘 く汽船〉

〈主要目〉貨物船、飯野海運所属、6′397裕トン、9′571

重量 トン、主機蒸気タービン 1基、出力3′600馬力、

最高速力 50ノ ット、 950年 日立造船因島工場建造

戦後再開されたニューヨーク定期航路

の邦船第一船

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
一
番
乗
り
を
め
ざ
し
三
船
が
競
争

コ
ン
テ
ナ
船
が
現
れ
る
ま
で
、
極
東
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
結
ぶ
定
期
航
路
は
、
一向
速
貨
物
晴
の

″
ひ
の

き
舞
台
ク
で
あ
っ
た
。　
一
時
代
を
画
し
た
大
阪
商
船

の

「畿
内
丸
」
が
、　
一
九
二
〇

（昭
和
五
）
年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
戦
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
に

は
、
日
本
郵
船
の

「
Ｎ
」
ク
ラ
ス
、
一
Ｓ
」
ク
ラ
ス

を
は
じ
め
、
三
井
船
舶
の

「吾
妻
山
丸
」
型
、
国
際

汽
船
の

「金
華
丸
」
型
な
ど
、
多
く
の
高
速
優
秀
船

が
登
場
し
て
、
し
の
ぎ
を
け
ず

っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
定
期
航
路
が
再

開
さ
れ
た
の
は

一
九
五

一

（昭
和
二
十
六
）
年
。
こ

の
年
の
六
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、　
一
社

（ま
た
は

一
グ
ル

ー
プ
）
に
つ
き
月

一
航
海
の
割
で
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

航
路
を
開
設
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

配
船
を
許
さ
れ
た
船
会
社
は
、
①
日
本
郵
船
、
②

三
井
船
加
、
⑤
大
阪
商
船

・
新
日
本
汽
船
、
④
国
際

海
運
、
の
四
社

（グ
ル
ー
プ
）
で
あ
っ
た
。
四
番
目

の
国
際
海
運
は
、
国
際
汽
船
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち

が
戦
後
設
立
し
た
会
社
で
、
か
つ
て
の

″国
際
ラ
イ

ン
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
を
継
承
し
、
四
社

（飯
野
海
運
、

三
菱
海
運
、
日
産
汽
船
、
東
邦
海
運
）
の
提
供
船
の

代
理
運
航
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
月
、
す
な
わ
ち

一
九
五

一
年
七
月
、
航
路
再
開

の
熱
気
の
な
か
で
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
番
乗
り
を
め

ざ
し
、
三
隻
の
貨
物
船
が
横
浜
を
出
航
し
た
。
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若
島
丸

（飯
野
海
運
）
七
月
十
六
日
出
航

平
安
丸

（日
本
郵
船
）
七
月
二
十
日

浅
香
山
丸

（三
井
船
舶
）
七
月
二
十

一
日

三
船
の
動
静
は
各
紙
で
報
じ
ら
れ
た
。

筆
者
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ

ッ
ク
に
は
、
こ
の
と
き
の

太
平
洋
レ
ー
ス
の
関
連
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
中
学
生
だ

っ
た
筆
者
は
、
三
船
の
先
陣
争

い

に
、
む
ね
を
わ
く
わ
く
さ
せ
た
も
の
だ
。

「
若
島
丸
」
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｐ
旗
を
掲
げ

て

三
船
の
先
障
争
い
と
い
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
、

わ
ず
か
四
日
の
差
で
横
浜
を
出
航
し
た

「若
島
丸
」

と

「平
安
丸
」
の
勝
負
だ
っ
た
。

二
船
は
、
と
も
に
、
日
本
商
船
隊
復
興
の
原
動
力

と
な
っ
た
計
画
造
船
の
五
次
い
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
占
領
下
の
日
本
は
、
新
造
船

の
大
き
さ
や
速
力
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
き
び
し

い
制
限
を
受
け
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
規
制
は
、　
一
九
四
九

（昭
和
二
十
四
）年
公
募
の
第
五
次
計
画
造
船
か
ら
、

貨
物
船
は
七
千
総
ト
ン
、
オ
イ
ル
タ
ン
カ
ー
は

一
万

二
千
総
ト
ン
に
緩
和
。
翌
年
公
募
の
六
次
船
か
ら
は
、

制
限
枠
が
完
全
に
撤
廃
さ
れ
、
本
格
的
な
外
航
船
の

建
造
が
可
能
に
な
っ
た
。

「若
島
丸
」
と

「平
安
丸
」
は
、
い
わ
ば
戦
後
の
外

航
貨
物
船
の
さ
き
が
け
で
あ
っ
た
。

二
船
を
比
較
す
る
と
、
「若
鳥
丸
」
は
大
千
四
百

絡
ト
ン
、
タ
ー
ビ
ン
主
機
、
航
海
速
力

一
二
・
五
ノ

ッ
ト
。
「平
安
丸
」
は
六
千
八
百
絡
ト
ン
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
主
機
、
航
海
速
力

一
三

・
五
ノ
ッ
ト
。
性
能
面

で
は

「平
安
丸
」
が
ま
さ
っ
て
お
り
、
こ
の
勝
負
は

予
断
を
許
さ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
結
果
は
、
速
力
が

す
こ
し
遅
い

「若
島
丸
」
の
ほ
う
が
勝
っ
た
。

「若
島
丸
」
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
到
着
は
八
月
十
六
日
。

い
っ
ぽ
う
の

「平
安
丸
」
は
、
そ
の
四
日
後
の
八
月

二
十
日
。
「平
安
丸
」
は
、
結
局
、
横
浜
出
航
時
の

四
日
差
を
短
縮
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

飯
野
海
運
の
俣
野
社
長
、
国
際
海
運
の
溝
口
社
長

が
出
迎
え
る
な
か
、
「若
島
丸
」
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
番
乗
り
を
は
た
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
も
、
十

年
ぶ
り
の
日
本
船
の
入
港
と
あ
っ
て
、
消
防
艇
の
い

っ
せ
い
放
水
で
同
船
を
歓
迎
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
の

一‐若
島
丸
」
の
船
尾
に

は
、
日
の
丸
の
代
わ
り
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｐ
旗

（Ｅ
燕

尾
旗
―
国
際
信
号
Ｅ
旗
の
変
形
旗
）
が
揚
げ
ら
れ
て

い
た
。
『飯
野
６
０
年
の
歩
み
こ
の
写
真
頁
に
、
こ

の
初
入
港
時
の
シ
ョ
ッ
ト
が
の
っ
て
い
る
。

栄
光

の
第

一
船

″
す
り
替
え
ク

の
怪

残
念
な
こ
と
に
、
最
近
の
海
事
史
書
で
は
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
番
乗
り
の
船
が
、
「若
品
丸
」
で

は
な
く
、
別
船
に
す
り
答
え
ら
れ
て
い
る
。

実
例
を
あ
げ
る
と
、
中
川
敬

一
郎
東
大
名
誉
教
授

の

『戦
後
日
本
海
運
造
船
経
常
史
―
戦
後
日
本
の
海

運
と
造
船
』
曇

九
九
二
年
刊
、
十
五
ペ
ー
ジ
）
と
、

海
事
産
業
研
究
所
の

『近
代
日
本
海
事
年
表
』
曇

九
九

一
年
刊
）。
二
書
と
も
、
二
番
目
に
横
浜
を
出

航
し
た

一浅
香
山
丸
」
を
第

一
い
と
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
こ
う
な
っ
た
の
か
。

「浅
香
山
丸
」
の
前
身
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
快
速
貨

物
肺

「
タ
リ
ス
マ
ン
」
で
あ
る
。
先
陣
争
い
の
前
年

の
五
月
、
同
船
は
遠
州
灘
で
炎
上
し
、
廃
船
同
然
と

な
っ
た
が
、
三
井
船
舶
が
こ
れ
を
購
入
。
三
井
造
船

玉
野
製
作
所
で
修
理
の
う
え
、
「浅
香
山
丸
」
と
し

て
更
生
さ
せ
た

（第
九
十
六
号
本
欄
参
照
）
。

改
装
な
っ
た

「浅
香
山
丸
」
は
、　
一
九
五

一
年
七

月
二
日
に
神
戸
を
出
航
、
ラ
ラ
ッ
プ
鉱
山
の
鉄
鉱
石

を
積
み
取
り
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
向
か
っ
た
。
つ
ま
り

同
船
は
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
に
就
航
す
る
前
に
、

一
航
海
を
消
化
し
て
い
る
わ
け
だ
。

こ
れ
が
混
乱
の
原
因
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
右
の
二

章
の
執
筆
者
は
、
飯
野
海
運
の
社
史
を
参
照
し
な
い

で
記
述
し
た
ら
し
い
。
と
は
い
え
、
権
威
あ
る
海
事

史
書
の
記
事
だ
け
に
、
今
後
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
番

乗
り
は
、
「浅
香
山
丸
」
の
名
で
語
り
継
が
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

本
当
の
主
役

「若
烏
丸
」
は
、
そ
の
後
、
海
運
柴

約
の
と
き
に
川
崎
汽
船
に
移
り
、　
一
九
六
九

（昭
和

四
十
四
）
年
に
は
台
湾
の
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
社
に
身

売
り
。　
一
九
七
二

（昭
和
四
十
八
）
に
高
雄
で
解
体

さ
れ
て
い
る
。

（山
田
　
迫
生
）


